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事業概要 森林の整備や木材の生産などの森林・林業に関する事業を行い、持続可能な森林の多面的機能を向上させて森林
資源の有効活用を推進しています。さらに森林の環境保全の啓発・教育に関する事業やそれらの人材育成を行い、
地域の活性化を推進しています。

部署 事務局

所在地 〒989-6711
宮城県大崎市鳴子温泉字玉ノ木70

連絡先 （電話番号）0229-25-4668

環境省ローカルSDGs
を通じて、実現したい
社会像

日本の森はその多くが植林された人工林です。ですが、今、多くの森が放置され危機的状況にあります。植えられて
から一度も間伐されず、細い杉で混み合う暗い森。伐り捨てられた丸太が散乱する森。皆伐で丸裸にされたままの森。
こうした森は災害も起きやすく、森の持つ公益機能や多様性も失われてしまいます。
私達はローカルSDGs活動を通して森林の環境保全機能を充分に発揮させるとともに、伐るだけ・植えるだけで終わら
ない循環型林業、国産木材の市場価値の向上、林業に携わる人の雇用確保を実現していきたいと考えています。
また、間伐材などがしっかりとお金になることで山の管理をする人が増え、豊かな地域経済の支えとなるような社会を
目指していきたいと思っています。
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ローカルSDGsの実現
に貢献できるソリュー
ション

分野 農林水産業・地場産品

◆森林整備・再生事業：
バブル崩壊によって失敗したリゾート開発跡地を再生させる事業を行っています。30年経っても森へ戻れないまま

の土地が再び豊かさを取り戻し、その恵みを未来へ繋いでゆけるよう、森づくりを進めています。
持続可能な林業と、100 年 200 年の木が育つ森づくりを目指し、その整備方針に賛同頂いた山主さんと長期の協

定を結び間伐整備も行っています。
針葉樹の一斉林から針広混交の天然更新する複層林へ生まれ変わらせ、生物多様性のある森を実現します。ま

た、森を壊さない施行（小型林業機械・馬搬の組み合わせ、必要最小限の道幅の作業道）を徹底して作業を行ってい
ます。

◆生産・販売：
原木の丸太は、直接グループの製材所や工務店へ出荷し、建材や家具材として利用されます。建材や家具材にな

らない丸太は薪や、製材過程で出た端材と一緒にチップ・ペレットへと加工し、紙や熱利用の原料にしています。この
木材のカスケード利用による有効活用によって、循環する暮らしを実現しています。

◆普及・啓発：
地域の旅館や飲食店、林業家、クラフト関係者、教育関係者からなる協議会に参加し、地域体験プログラムとして

立地を活かした「自然体験」、豊かな環境から生まれたこけしや漆器などの「木工文化体験」、森林資源を活用したエ
ネルギー循環を学ぶ「環境体験」を行っています。
また、これらの体験プログラムと温泉地での滞在を組み合わせた、非日常的な経験を通じ、訪れる人も住む人もよ

り豊かになる新しいツーリズムの仕組みづくりに取り組んでいます。
その他にも、伝統の鳴子こけしの材料となるミズキの木の植樹や、地元の大学に通う学生たちによるフィールド

ワーク、エネルギーシステムを活用した新たな農産加工品の開発など、さまざまな分野で地域とのつながりを強化し
ながら活動しています。
県外の企業や団体のCSR活動の支援も行っており、新たに地域とつながりたいと考えている方々からのお問合せ

にも、できる限り対応しております。
お気軽にお問合せください。

URL NPO法人しんりん ‹‹ ハイブリッド林業と100年200年続く未来の森づくり (http://shinrin.org/)

上記ソリューションを
提供できる地域につ
いて

宮城県（啓発活動に関しては全国から受け入れ可）

http://shinrin.org/
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自者の特徴 100年200年続く森を目指して、丸太の価格重視ではない間伐を行っています。
森から搬出する作業も、小型機械や馬搬にて行い、森に負担をかけない林業を行っています。
グループ各社と連携し、建材などに利用できないものや、加工の過程で出るカンナ屑等も、
すべて余すところなくチップやペレットに加工して利用することで、間伐材の林間放置をなく
し、資源の循環を行っています。
啓発活動としては、乱伐された森や自然災害の被害があった場所の再生の一環として植
樹活動や、木材のカスケード利用を学べる見学受け入れ、森遊びを通して森の大切さを
次世代に伝える体験プログラムなどを行っています。

〈実績〉
セブンの森活動：荒れた山地や被災した土地への植樹活動を行っています。

また、間伐材を利用した募金箱を地元の福祉作業施設の協力のもと作成し、全国に届けています。
バイオマスエネルギー事業見学：地元の異業種間で構成される協議会を通して、木質チップを熱利用する施設の見

学を受け入れています。子ども達の学びの場としての活用のほか、導入を検討する事業者との橋渡しも行ってい
ます。

こけしの森の植樹祭：鳴子温泉地域のこけし職人と一緒に、こけしの原料になるミズキの森を作り、守る活動を行って
います。

メットライフ財団の森：生物多様性と水の浄化を促す針広混交林の育成を目指し植樹だけで終わらない、100年続く森
を作る活動を行っています。

SDGs経営に向けた自
者の課題や悩み

企業や自治体の植樹活動などは１度の活動で終わってしまうことも多く、植樹した場所の年間を通した整備までを一
貫して事業に組み込んでもらえない場合が多い。
他の材木業者が行う間伐と自者の間伐の違いを知ってもらう機会がない。

SDGs活動がすべてボランティアだとみなされる傾向が強く、経済循環につながらない。
日本で育った木であることの良さが、まだ十分に理解されていないと感じる。



989-6711 70

989-6711 74-21

Tel: 0229-25-4668    Fax: 0229-25-5251
http://shinrin.org          @NPOSHINRINMail: info@shinrin.org
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